
ＭＳ－ＡＣＣＥＳＳランタイムのインストール 
 
１．ひ～たん１号（法務局検索）・せ～こちゃんⅠ世（新旧市町村検索）をＳｅｔＵｐする

前に、あなたのパソコンにＭＳ－ＡＣＣＥＳＳがインストールされていますか確かめ
て下さい。これらのアプリケーションはＭＳ－ＡＣＣＥＳＳによって動きます。 

２．もし、ＭＳ－ＡＣＣＥＳＳが無い場合は次のＭＳ－ＡＣＣＥＳＳランタイムをインス
トールします。ＭＳ－ＡＣＣＥＳＳランタイムはこのＣＤ－ＲＯＭの中にあります。
ただし、ＭＳ－ＡＣＣＥＳＳがインストールされているときは絶対にＭＳ－ＡＣＣＥ
ＳＳランタイムはインストールしないでください。 

３．ＭＳ－ＡＣＣＥＳＳランタイムのインストールについて説明します。では、まずパソ
コンのＣＤドライブに電脳資料調査研究会シリーズ①をいれてください。少しの間パ
コンのＣＤドライブは音を立てていますが、ＣＤ－ＲＯＭを認識するはずです。 
コンピュ－タの「スタート」→「プログラム」→「エクスプローラ」を開いて下さい。
すると下記の画面のように表示されます。もちろんそれぞれのパソコンのドライブは
別々ですから必ずしも同じ構成の画面ではありませんが、その中でＣＤドライブにカー
ソルを合わせて下さい。そこをクリックするとこのＣＤ－ＲＯＭに入っているフォルダ
が表示されます。ひ～たん１号（法務局検索）・目的の適否・具体性（平成１２年版）
のフォルダが見えますか。 

 

 
 
４．ひ～たん１号（法務局検索）ノフォルダを開くと、Runtime と Support のフォルダが
あります。その中で Runtime のフォルダを開いて下さい。 



 
 
５．Setup というアプリケーションのアイコンをダブルクリックして下さい。 
 

 
 
６．すこしコンピュータが何かをしていますが、結果つぎの画面が現れます。そうしたら

今すくインストールのボタンを押して下さい。 
ランタイムのインストールを始めます。 

 



 
７．つぎの画面はインストールしている画面です。 

 
８．次の画面がでれば「はい」を押してください。パソコンが再起動します。 

 
９．パソコンの再起動後ランタイムを認識し設定します。 



 
 
これでＭＳ－ＡＣＣＥＳＳランタイムはインストールされました。 
 
１０．ついでにＭＳ－ＡＣＣＥＳＳランタイムの削除の仕方について説明しておきます。 

「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「アプリケーションの追加と削除」
を選びます。 

 

 
 
１１．ＭＳ－ＡＣＣＥＳＳランタイムを選び、追加と削除のボタンを押します。 



 
１２．次の画面が表示されますので、ＭＳ－ＡＣＣＥＳＳランタイムの削除を選んでボタ

ンを押して下さい。 

 
１３． 削除の確認画面がでます。削除する場合は「はい」を押して下さい。 

 



削除を始めます。 

 
下記画面がでたら削除終了です。 

 
 
 

では、続いてひ～たん１号（法務局検索）をインストールし
ます。 
エクスプローラに戻り、ひ～たん１号（法務局検索）のフォルダ内のＳｅｔＵｐアイコン
をダブルクリックしてください。 



 
windows のシステムにあるシステムファイルが最新のものでないときは、セットアップを
続行できないとの下記画面がでます。ＯＫのボタンを押してシステムファイルを更新して
下さい。その際 windows の再起動をして下さい。 

 
つぎの画面で windows の再起動をします。 



 
 
windows の再起動後再びＳｅｔＵｐしますと、下記画面がでます。ＯＫを押してセットア
ップを続行して下さい。 

 
 
ひ～たん１号（法務局検索）をインストールする場所を選びます。



 
プログラムグループノボックスに登録されるグルーブ項目を追加するか選択します。 

 
 
結果、「スタート」→「プログラ」→「ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a」→「ひ
～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a」を選びますとアプリケーションが使用できるよう
になります。 



 
 
通常これでひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a は使用することができます。 

ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a の使用方法については、別の文書（ひ～たん
１号使用方法）参照して下さい。 
 

時々インストールの不完全な場合があります。その場合 
「スタート」→「プログラ」→「ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a」→「ひ～たん
１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a」でプログラムを開くと、コマンドラインが違うといって、
下記の画面がでます。 
 

 
ついで下記画面がでます。 



 
 
この場合一度このアブリケションを終了させます。 
 
そして、「スタート」→「プログラ」→「ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a」→「ひ
～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a」を表示しそこで右クリックして「プロバティ」を
選択します 

 
次の画面が表示されますので リンクの表示のところがコマンドラインを示しています。 



 
 
"C:¥Program Files¥Microsoft Office¥ART¥Office¥MSACCESS.EXE" "C:¥Program 
Files¥ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a¥ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ
1.2a.mdb" 
以上が、正しいコマンドラインです。ここを修正してみて下さい。 
 
ところで、コマンドラインがわからない場合、 
リンク先を探しますと 
"C:¥Program Files¥MicrosoftOffice¥ART¥Office¥MSACCESS.EXE"でＭＳ－ＡＣＣＥ
ＳＳの起動がなされ、 
"C:¥Program Files¥ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a¥ひ～たん１号（法務局検索）
16.1.1Ｖ1.2a.mdb"にアプリケーションがあります。 
この、アブリケーションをデスクトップにコピーすればそれ自体動作します。 
しかし、「スタート」→「プログラ」→「ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a」→「ひ
～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a」では開きません。 
 
プロパティ画面のリンク先に"C:¥Program Files¥ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ
1.2a¥ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a.mdb"と入力してもアプリケーションが動
きますが、削除するときにエラーがでます。 
 
なお、正式にコマンドラインが入力されてプログラムグループからアプリケーションを動
かす場合も「スタート」→「プログラ」→「ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a」→
「ひ～たん１号（法務局検索）16.1.1Ｖ1.2a」を表示しそこで右クリックして「ショウトカ
ット」を作成し、それをディスクトップに張り付けておけば、そこから起動します。その
方が便利です。 
 


